

































D126写本：Sankt-Peterburgskii filial Instituta Vostokovedeniya Rossiiskoi Akademii nauk, D126
・対照するBグループの写本
ms. 3357写本：Institut de France, ms. 3357 3）
1） Sawada Minoru, “Three Groups of Tadhkira-i khwājagān: Viewed from the Chapter on Khwāja 
Āfāq,” James A. Millward, Shinmen Yasushi, Sugawara Jun (eds.), Studies on Xinjiang Historical 
Sources in 17-20 th Centuries, Tokyo: The Toyo Bunko, 2010, pp. 10, 19-20, List 1.
2） Ibid., pp. 10-11. 澤田稔「『タズキラ・イ・ホージャガーン』の諸写本にみえる相違――書名と系譜に
ついて――」『西南アジア研究』第 76 号，2012 年，72-73 頁。　




1 － 61 －
『タズキラ・イ・ホージャガーン』日本語訳注（1）
Or. 5338写本：British Library, Or. 5338
Or. 9660写本：British Library, Or. 9660
Or. 9662写本：British Library, Or. 9662
・参照するAグループ写本
Turk d. 20写本：Bodleian Library, Turk. d.20














　本号で日本語訳をおこなう範囲は，D126写本の冒頭からp. 28 / fol. 14bの7行目までである。
神への賛辞から始まる序文では，著者ムハンマド・サーディク・カシュガリーが本書を著した
経緯がその後援者の称揚とともに述べられる。序文の後には，ホージャたちの代々の血統（外
4） A. M. Muginov, Opisanie uigurskikh rukopisei Instituta narodov Azii, Moskva: Izdatel’stvo 
vostochnoi literatury, 1962, pp. 74-76; L. V. Dmitrieva, S. N. Muratov, Opisanie tyurkskikh rukopisei 
Instituta vostokovedeniya, Vypusk 2, Moskva: Nauka, 1975, pp. 60-66. なお，これらの写本目録の解
説は『タズキラ・イ・アズィーザーン』を「最初の版」とし，『タズキラ・イ・ホージャガーン』はそ
の「二番目の短縮された版」「短縮された異本」であると断じている（Dmitrieva, Muratov, ibid., p. 53; 
Muginov, ibid., p. 75）。筆者はこのふたつの書名の写本の関係についてまだ検討の余地が多く残されて
いると思う。そして，何よりもまず両者の記述内容を詳細に比較する必要があると考えている。
5） D126 写本（p. 219 / fol. 110a）の奥付と欄外の書き込みに基づく Muginov, op. cit., p. 75; Dmitrieva, 
Muratov, op. cit., p. 65 の見解である。さらに，同写本目録の解題に「コレクション：Feizkhanov，1866 年」
と記されており，1866 年もしくはそれ以前に Mulla Khusain Feizkhanov により書写されたものと考え
られる。なお，書写の筆致は丁寧であり，文字の判読が容易である。　
6） 先行研究における本写本の引用の仕方を考慮して，本稿の日本語訳においては【p. 7 / fol. 4a】の形で
ページ数と葉数（a は表，b は裏）の両方を示す。　
7） V. V. Bartol’d, “Otchet o komandirovke v Turkestan,” Sochineniya, Tom 8, Moskva: Nauka, 1973, 
pp. 176, 177, 183, 185-188; V. V. Bartol’d, “Retsenziya na knigi: Taarikh-i Emenie. Istoriya vladetelei 
Kashgarii (1905),” Sochineniya, Tom 8, p. 217.
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ābu ’l-kähf, a Treatise in Eastern Turki, translated and edited by Emine Gürsoy-
Naskali, Helsinki: Suomalais-ugrilainen Seura, 1985, pp. 12, 34, text 5 (3a) にある。　
10） D126 写本と Or. 5338, fol. 2a では ŠAHYDVR と綴られているが，ms. 3357, fol. 3a; Or. 9660, 






ābu ’l-kähf, op. cit., pp. 12, 34, text 5 (3a) にある。　
12） D126 写本と Or. 5338, fol. 2a では JARY DAR と綴られているが，Or. 9660, fol. 1b の綴り（JARY 






3，65 頁， text 36a および守川知子監訳，ペルシア語百科全書研究会訳注「ムハンマド・ブン・マフム
ード・トゥースィー著『被造物の驚異と万物の珍奇』（1）」『イスラーム世界研究』第 2 巻 2 号，2009 年，
206 頁にある。後者の注記によると，『クルアーン』にこの表現（文章）は見られないという。　
14） この一文の意味する所を解し得ない。　

















































17） D126 写本と Or. 5338, fol. 2b では「次のように申し上げる」（‘ard
˙
 yetkürä dur ki）の語句が欠けて
いるので，他の写本（ms. 3357, fol. 3b; Or. 9660, fol. 2a; Or. 9662, fol. 4a）により補足する。　
18） D126 写本では「アミールたちのアミール」（amīr al-‘umarā’）のうち amīr の語が欠けているので，
他の写本（ms. 3357, fol. 3b; Or. 5338, fol. 2b; Or. 9660, fol. 2a; Or. 9662, fol. 4a）により補足する。
19） ms. 3357, fol. 3b; Or. 5338, fol. 2b; Or. 9662, fol. 4a では「ウスマーン・ベグリク」（‘Us
ˉ
mān 







20） D126 写本と Or. 5338, fol. 2b では「時代の希なる者，ヤルカンド城市の厳命者たるアミール」（nādir 
al-zamān amīr-i nāfiz al-h
˙
ukm-i šahr-i Yārkand）のうち nādir al-zamān amīr-i nāfiz al-h
˙
ukm-i が欠け
ているので，他の写本（ms. 3357, fol. 3b-4a; Or. 9662, fol. 4b）により補足する。　
21） ウスマーンがカシュガルのハーキム・ベグ職の任にあったのは，アクスのハーキム・ベグ職より転任
した 1778 年からその歿年の 1788 年までである（澤田稔「『タズキラ・イ・ホージャガーン』研究につ
いての覚書」『帝塚山学院短期大学研究年報』第 39 号，1991 年，11-12 頁）。　
22）〔そして，数世紀以来残っていた不法な逸脱をこなごなにくだき，・・・このアミールに対して良き祈
りをなし〕の数行の文章は D126 写本に欠けているので，他の写本（ms. 3357, fol. 4a-b; Cf. Or. 9660, 
fol. 2a-b; Or. 9662, fol. 4b-5a）により補足する。　
23） サーサーン朝の王ホスロー 1 世（在位 531-579 年）のこと。理想の名君とされている。　
－ 64 －
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24） D126 写本では H
ˇ

















































31） 〔という気高き証明に・・・所有者であらせられる＞〔『クルアーン』57-29〕〕の文章は D126 写本に
欠けているので，他の写本（ms. 3357, fol. 6b; Or. 9662, fol. 6b）により補足する。　
32） D126 写本では TZ
ˉ
KRHT ALHAN，Or. 5338, fol. 3b では TZ
ˉ
KYRHT ALHMAN と綴られているが，
ms. 3357, fol. 6b では TZ
ˉ
KYRH ALJHAN， Or. 9662, fol. 6b では TZ
ˉ







1778 年であるから，本書の著作年はここで記されたイスラーム暦 1182（西暦 1768-69）年ではあり得ず，
1778 年以後のこととなる。詳しくは，前掲の澤田稔「『タズキラ・イ・ホージャガーン』の諸写本にみ
える相違――書名と系譜について――」74-79 頁を参照のこと。　
34） D126 写本と Or. 5338, fol. 3b-4a では訳文のように「精神的系譜，外形的系譜」（nisbat-i ma‘nī, 
nisbat-i s
˙







































35） D126 写本では NS
˙
FY と綴られているが，ms. 3357, fol. 6b の S
˙
NFY，Or. 9660, fol. 3b; Or. 9662, 





36） D126 写本と Or. 5338, fol. 4a では訳文のように「外面的知識」（z
˙
āhir ‘ilm），ms. 3357, fol. 6b; Or. 
9660, fol. 3b; Or. 9662, fol. 7a では「外面的行為」（z
˙
āhir ‘amal）となっている。　





















38） A グループの写本（Turk d. 20, fol. 41b; D191, fol. 48b）ではアリーとファーティマの両名が記され
ている。
39） D126 写本では H
˙
ASN と綴るが誤記であり，ms. 3357, fol. 7a; Or. 5338, fol. 4a; Or. 9662, fol. 7a に
より H
˙
usayn と読む。なお，Or. 9660, fol. 3b ではファーティマ・ザフラーの子としてイマーム・ハサ
ンとイマーム・フサインの両名が記されている。　
40） D126 写本では「イマーム」の称号を付さずに「ムーサー・カーズィム猊下」とするが，単純なミス
と思われるので，Or. 5338, fol. 4a; ms. 3357, fol. 7a; Or. 9660, fol. 4a; Or. 9662, fol. 7a により補足する。
41）リザー（Rid
˙
ā）は Or. 9660, fol. 4a; Or. 9662, fol. 7a による補足である。　




rat が付されていないが，ms. 3357, fol. 
7a; Or. 9660, fol. 4a; Or. 9662, fol. 7a により補足する。　




rat が付されていないが，ms. 3357, fol. 
7b; Or. 9660, fol. 4a; Or. 9662, fol. 7b により補足する。　
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ōja）とのみ記され，欄外に別の筆跡で SYD (Sayyid) 














45） D126 写本 ; ms. 3357, fol. 7b; Or. 9660, fol. 4a では「サイイド・ジャラール・アッディーン猊下」と「そ
の方の子マフドゥーミ・アーザム」の間に「その方の子サイイド・ホージャ・アフマド猊下」が入っ
ているが，Or. 5338, fol. 4b; Or. 9662, fol. 7b では入っていない。アフマドはマフドゥーミ・アーザム
の本名であるので，後者が正しい。なお，本書以外の聖者伝資料に記された系譜については，Sawada 
Minoru, “The Genealogy of Makhdūm-i A‘z
˙
am and Cultural Traditions of Mazārs”, Sugawara Jun 
(ed.), Studies on the Islamic Sacred Sites in Central Eurasia (Forthcoming) を参照のこと。　




rat が付されていないが，ms. 3357, fol. 
7b; Or. 9660, fol. 4a; Or. 9662, fol. 7b により補足する。　
47） D126 写本はこの人物を「ヤークーブ猊下」と記すが，ms. 3357, fol. 8a; Or. 9660, fol. 4a; Or. 9662, 
fol. 7b により「ホージャ」を補足する。　




rat が付されていないが，ms. 3357, fol. 8a; Or. 9662, fol. 7b により補足する。




ィー猊下，26 代〔後略〕」。また，そのなかには，D126 写本や ms. 3357 写本と異なる名前も見られる。
－ 68 －
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『タズキラ・イ・ホージャガーン』日本語訳注（1）



















ˇāȷˇagī b. Jˇalāl-al-dīn Kāsānī,” 
Encyclopaedia Iranica, Vol. 1, Fascicle 6, London, Boston, Melbourne and Henley: Routledge & 
Kegan Paul, p. 649; B. M. Babadzhanov, “Makhdum-i A‘zam,” Islam na territorii byvshei Rossiiskoi 
imperii. Entsiklopedicheskii slobar’, Vypusk 1, Moskva: Izdatel’skaya filma «Vostochnaya literatura» 
RAN, 1998, pp. 69-70; 濱田正美「マフドゥーミ・アーザム」大塚和夫ほか編『岩波イスラーム辞典』東京：
岩波書店，2002 年，926 頁，濱田正美「マフドゥーミ・アーザム」小松久男ほか編『中央ユーラシア
を知る辞典』東京：平凡社，2005 年，485 頁を参照のこと。　
51） マフドゥーミ・アーザムの四人の夫人と子女について，彼の伝記 Jāmi‘ al-maqāmāt（ペルシア語）
をチャガタイ・トルコ語に翻訳して作成された（1819 年 12 月 8 日完成）作品 Majmū‘at al-muh
˙
aqqiqīn 
（Staatsbibliothek zu Berlin, Preussischer Kulturbesitz, Orientabteilung, Ms. or. oct. 1680, pp. 32-33; 
Staatsbibliothek zu Berlin, Preussischer Kulturbesitz, Orientabteilung, Ms. or. oct. 1719, pp. 213-215; 
British Library, India Office Library, Ms. Turki 7, fol. 14b-15a）に記述がある（ただし，Ms. or. oct. 
1719 写本のマイクロフィルムは名前の部分が不鮮明である）。なお，ウズベキスタンのババジャーノ
フ氏の研究によると，別の伝記 Silsilat al-siddīqin wa-anīs al-‘āshiqīn にもマフドゥーミ・アーザム
の妻子の名が記されている（B. Babajanov, “Biographies of Makhdūm-i A‘zam al-Kāsānī al-Dahbīdī, 
Shaykh of the Sixteenth-century Naqshbandīya,” Manuscripta Orientalia. International Journal for 
Oriental Manuscript Research, Vol. 5, No. 2, 1999, p. 5）。　
52）D126 写本 ; ms. 3357, fol. 8a; Or. 5338, fol. 4b; Or. 9662, fol. 8a では KARSAN であるが，Or. 
9660, fol. 4b では KASAN となっている。ショー氏は Kārsān と読み，Kārsān はブハラからカルスィ
ーへの途上 10 ファルサフ程のところにある村と注記されている（Robert Barkley Shaw, “The History 







Kashghari,” edited with introduction and notes by N. Elias, Supplement to the Journal of the Asiatic 
Society of Bengal, Vol. 66, Part 1, 1897, p. 32, footnote 3）。しかしながら，この地名はカールサーンで
はなく，マフドゥーミ・アーザム（アフマド・カーサーニー）の故郷であるフェルガナ盆地北辺の町カ
ーサーンであると考えるのが妥当であろう。　
53）人名であると思われる。Aytjan Nurmanova, Qazaqstan Tarikhï Turalï Türkí Derektemelerï IV tom. 









アーンハズラト」という名前を挙げておらず，また，娘の数も異なっている（Ms. or. oct. 1680, p. 32; 
Cf. Ms. Turki 7, fol. 14b）。
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56） D126 写本 ; ms. 3357, fol. 8b; Or. 5338, fol. 4b; Or. 9660, fol. 4b; Or. 9662, fol. 8a では KARSAN，A




であった」と記されている（Ms. or. oct. 1680, p. 32; Cf. Ms. Turki 7, fol. 14b）。カーサーンが正しい。
57） D126 写本 ; ms. 3357, fol. 8b; Or. 5338, fol. 4b; Or. 9660, fol. 4b では KARSANI，Or. 9662, fol. 











mūd Churās 著 Anīs al- t
˙





ハンの墓廟をめぐって」『西南アジア研究』第 34 号，1991 年，100-102 頁を参照のこと。
60） D126 写本では「イスハーク・ホージャ・ワリー」と記すが，ms. 3357, fol. 8b; Or. 5338, fol. 5a; Or. 
9660, fol. 4b; Or. 9662, fol. 8b により修正する。　
－ 70 －
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61） D126 写本では taba‘īyat を線で抹消し，書写人の同一筆跡で tahnīyat と記す。ms. 3357, fol. 9a では
tarbiyat，Or. 5338, fol. 5a では tabqiyat，Or. 9660, fol. 5a; Or. 9662, fol. 8b では taba‘īyat。tarbiyat
が文脈にふさわしいと思われる。　










qulūb, Houghton Library, fol. 4b-6b; Sankt-Peterburgskii filial Instituta Vostokovedeniya Rossiiskoi 




究』第 72 号， 2010 年， 57-58 頁）も参照のこと。　
63） D126 写本には「アーザム」の語が欠けている。ms. 3357, fol. 9b; Or. 5338, fol. 5b; Or. 9660, fol. 
5a; Or. 9662, fol. 9a により補う。　
64） D
˙
iyā’ al-qulūb, Houghton Library, fol. 5a: A1615, fol. 5b では「パン市場（nān bāzār）」である。
－ 70 －
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65） 本書（p. 9 / fol. 5a）に述べられているように，イーシャーニ・カラーンはマフドゥーミ・アーザム
の一番目の妻から生まれた最初の息子である。　
66） Or. 9662, fol. 10a-b では，マフドゥーミ・アーザムがおし止めたことは述べられておらず，「イーシ
ャーニ・カラーンは馬の死体を渡した。まさにその時〔ホージャ・イスハークは〕祈願した。祈願は聞
き届けられた。馬は生き返った」とされている。　
67） この段落から p. 15 / fol. 8a の前半までの語り伝えと同じ話が，D
˙
iyā’ al-qulūb にある（Houghton 
Library, fol. 8b-12b; A1615, fol. 9b-13b）。　






















69） 本書（p.12 / fol. 10b）で後述されるように，サマルカンドのクーハク河近くの地名。　




rat-i Īšān-i Kalān であるが，ms. 3357, fol. 11a; Or. 9660, 












































bad）をなしたのであろうと決めつけた。【p. 14 / fol. 7b】ハリーファを信奉する若干の人びと
はイーシャーン猊下に恨みをいだいた。





















72） D126 写本 ; Or. 9660, fol. 6b; Or. 9662, fol. 10b では Daryā-yi ‘Amūr, ms. 3357, fol. 11a と A グ
ループの写本 D191, fol. 19b では Daryā-yi ‘Amūd と表記されているが，D
˙
iyā’ al-qulūb, Houghton 
Library, fol. 9a; A1615, fol. 9b および A グループの写本（Turk d. 20, fol. 16a）の Daryā-yi Āmū の
表記に従う。　
73） この人物の名は D126 写本 ; ms. 3357, fol. 11b; Or. 5338, fol. 6b; Or. 9660, fol. 6b; Or. 9662, fol. 












ān に従う。1546 年から 1567 年までバルフで統治したシャイバーニー朝のピール・
ム ハ ン マ ド（Schaibanidsche Grabinschriften, herausgegeben von Baxtiyar Babadjanov, Ashirbek 
Muminov, Jürgen Paul, Wiesbaden: Dr. Ludwig Reichert Verlag, 1997, p. 121. Note 1）であろう。　
－ 72 －
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74） この人物の名は A グループの写本（Turk d. 20, fol. 16b; D191, fol. 20b）および D
˙
iyā’ al-qulūb, 






75） D126 写 本 で は AVVALAĠAN，ms. 3357, fol. 12b で は AVALAĠAN，Or. 9660, fol. 7b で は
AVALAĠAN，Or. 9662, fol. 12a では AVALAN である。avlaġan（獲物を襲った）と読む。　






























































77） Or. 9660, fol. 7b と Or. 9662, fol. 12a は「明白に教導の允許はなっていた」と記すが，本段落の内容
からすれば，その記述は誤りである。　
78） ナクシュバンディー教団の有名な指導者ルトフ・アッラー・チュスティー（1485 年頃 -1571 年）。詳
しくは，B. M. Babadzhanov, “Lutfallakh Chusti,” in S. M. Prozorov (ed.), Islam na territorii byvshei 
Rossiiskoi imperii. Entsiklopedicheskii slovar’, Vypusk 1, Moscow: Izdatel’skaia firma «Vostochnaya 
literatura» RAN, 1998, pp. 65-66 を参照のこと。　
79） D126 写本 ; ms. 3357, fol. 13a; Or. 5338, fol. 7b; Or. 9660, fol. 7b では hamšīra-zāda，Or. 9662, 
fol. 12b および A グループの写本（Turk d. 20, fol. 17b; D191, fol. 21b）では hamšīra と記す。　
















82） D126 写本と Or. 5338, fol. 7b では M‘VNKH とのみ記されているが，文意が通じないので，他の写
































激しく対立した。詳しくは，B. M. Babadzhanov & Maria Szuppe　“Dzhuybari,” in S. M. Prozorov 
(ed.), Islam na territorii byvshei Rossiiskoi imperii. Entsiklopedicheskii slovar’, Vypusk 3, Moscow: 












知られるホージャ・ムハンマド・アミーンに伝わった」（Turk d. 20, fol. 18a; Cf. D191, fol. 21b）と正
しく記述されている。B 系統の写本がイーシャーニ・カラーンとその子孫について正確な情報を有して
いなかったことは，両系統の写本の作成時の違いを考える上である種の示唆を与えているように思われ
る。なお，本書の後述の個所（p. 23 / fol. 12a）にも誤った記述が見られる。　






āq Walīnï と記すが，ほかの写本（ms. 3357, fol. 
14a; Or. 9660, fol. 8a; Or. 9662, fol. 13a）のように対格の nï は不要である。　
87） D126 写本と Or. 9662, fol. 13a では dur men であるが，ほかの写本（ms. 3357, fol. 14a; Or. 5338, 
fol. 8a ; Or. 9660, fol. 8a）の durlar/dur が正しい。　
88） Or. 9662, fol. 13a では「眼」ではなく「顔」（yüz）と記す。　
－ 76 －
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ammad A‘lam (III) Commentaires avec deux appendices, ” Zinbun: Memoirs of the Research 
Institute for Humanistic Studies, Kyoto University, No. 18, 1982, p. 69）。ユージン氏によれば，taqs
˙
īr
はロシア語で gospodin の意味である（V. P. Yudin, “Izvestiya «Ziya’ al-kulub» Mukhammad Avaza o 
Kazakhakh XVI veka, ” Vestnik Akademii nauk Kazakhskoi SSR, Alma-Ata, No. 5, 1966, p. 75, note 
22）。
90） D126 写本では ‘Abdū Karīm H
ˇ
ān，ms. 3357, fol. 14b; Or. 9660, fol. 8b では ‘Abd al-Karīm H
ˇ
ān，




ハーン国（ヤルカンド・ハーン国，カシュガル・ハーン国）の第 3 代君主（在位 1559/60-1591/92 年）
である。
91） D126 写本と Or. 5338, fol. 8b では iltifātlïġï kam bolmadï，ms. 3357, fol. 15a では kam iltifātlïġï 
kam bolmadï，Or. 9660, fol. 8b では iltifātlïġ bulardïn kam boldï，Or. 9662, fol. 13b では kam iltifāt 






































93） 甘州府（Ganzhou-fu）を指していると考えられる。詳しくは，R. B. Shaw, op. cit., p. 33, note 6 を参照。
94） ムハンマド・スルターンを指している。
95） D126 写本と Or. 9662, fol. 14a では BLĠAR，ms. 3357, fol. 15b; Or. 9660, fol. 9a では BLĠARY，
Or. 5338, fol. 9a では BVALĠARY。固有名詞としての読みは暫定的である。　
96） D126 写本と Or. 9662, fol. 14b では PNA であるが，ms. 3357, fol. 15b; Or. 9660, fol. 9a の PNAH
により panāh と読む。　
97） 庭園の一様式。水路と通路で整然と区画された，四つの部分からなる庭園。通常は中央に貯水池が設
けられる。間野英二『バーブル・ナーマの研究Ⅲ』京都：松香堂，1998 年，38 頁，注 268 を参照。　
98） モグール・ハーン国の第 4 代君主（在位 1591/92-1609/10 年）。　
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99） D126 写本では fas
˙
l bilmäk keräk と記すが，ms. 3357, fol. 16b; Or. 9660, fol. 9b; Or. 9662, fol. 15a
では fas
˙
l-i dāstān išitmäk keräk と記す。　
100） D126 写本では AVŠTV（但し 4 行後では AVŠTVR），ms. 3357, fol. 16b では AVŠTR, Or. 5338, 
fol. 9b; Or. 9660, fol. 9b; Or. 9662, fol. 15a では AVŠTVR と記す。いずれもペルシア語の AŠTR
（Uštur，「ラクダ」の意）の誤記である。　
101） D126 写本では「一日後」（bir kündin kīn）と記すが，ms. 3357, fol. 16b; Or. 5338, fol. 9b; Or. 
9660, fol. 9b; Or. 9662, fol. 15a の「数日後」（bir nečä kündin kīn）が正しいであろう。　
102） Alf-ata は Alp-ata（アルプ・アタ）の訛りである。トゥルファン盆地のアルプ・アタ廟については，
Hodong Kim, “The Cult of Saints in Eastern Turkestan: The Case of Alp Ata in Turfan,” Proceedings 
of the 35th Permanent International Altaistic Conference, Taipei, 1992, pp. 199-226，新免康・真田安・
王建新『新疆ウイグルのバザールとマザール』東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，2002
年，176-180 頁に詳しい。　
103） D126 写本では DHBYNDDYLAR と綴るが，ms. 3357, fol. 16b の DAPNDYLAR により däpindilär
と読む。なお，「手足を」（qol ayaġlarï birlä）の語句は D126 写本になく，Or. 5338, fol. 9b; ms. 3357, 
fol. 16b により補う。
104） D126 写本，Or. 5338, fol. 9b; Or. 9662, fol. 15b では H
ˇ






























106） oynatïp olturur erdi（D126 写本）。ms. 3357, fol. 17a; Or. 5338, fol. 9b; Or. 9660, fol. 9b; Or. 9662, 
fol. 15b では「遊んでいた」（oynap olturur edi/edilär/erdilär）。




109） D126 写本では wāqi‘a（「出来事」）と記すが，ms. 3357, fol. 17a; Or. 5338, fol. 10a; Or. 9660, fol. 
10a; Or. 9662, fol. 15b の waqt（「時」）による。　
110） D126 写 本 ; ms. 3357, fol. 17a; Or. 5338, fol. 10a ; Or. 9660, fol. 10a; Or. 9662, fol. 16a で は
RSTM (Rustam) と 綴 ら れ て い る が，D
˙
iyā’ al-qulūb, Houghton Library, fol. 27b, 88b, 110b で は
DVSTVM (Dūstūm)，A1615, fol. 30b, 103a では DVSTM (Dūstum) と綴られている。アキムシュ
キン氏の研究によれば，『タズキラ・イ・ホージャガーン』の綴りは誤りで，Dostum-sultan が正しい。
O. F. Akimushukin, Shakh Makhmud ibn Mirza Fazil Churas, Khronika, Kriticheskii tekst, perevod, 
kommentarii, issledovanie i ukazateli, Moscow: Nauka, 1976, p. 285, note 137 参照。以下，本書の「ル
スタム・スルターン」は「ドストゥム・スルターン」に改める。　
111） D126 写 本 と Or. 9660, fol. 10a で は bī- h
ˇ
abar AURAURLAB yürür erdi/edilär，ms. 3357, fol. 
17a では bī- h
ˇ
abar AUAULAB yürür edi，Or. 5338, fol. 10a では bī- h
ˇ
abar erdi と記されているが，
AURAURLAB も AUAULAB も動詞であると思われるが，読みと意味は不明である。なお，Or.　
9662, fol. 15b には，この一文はない。　
－ 80 －
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112） D126 写本の bu laškarnïŋ aldïda öz laškarï z
ˉ
arrača yoq による。Or. 5338, fol. 10a では bu laškarnïŋ 
arasïda öziniŋ laškarï ZRJA yoq と記す。ZRJA の読みと意味は不明。ms. 3357, fol. 17b では「この
軍勢の前で自らの軍勢は大河の前の一滴〔である〕」（bu laškarnïŋ aldïda öz laškarï daryānïŋ aldïda 
qat
˙
ra）と記す。Or. 9662, fol. 16a では「この軍勢は大河，その前で自らの軍勢は一滴〔である〕」（bu 
laškar daryā, anïŋ aldïda öz laškarï qat
˙
ra）と記す。Or. 9660, fol. 10a では「この軍勢の前で自らの軍
勢は大河の前の小渠ほどもない」（bu laškarnïŋ aldïda öznïŋ laškarï daryānïŋ aldïda arïqča yoq）と記す。
113） テンゲは名目貨幣で，プルという銅銭 50 枚が 1 テンゲに相当する（堀直「清代回疆の貨幣制度――
普爾鋳造制について――」『中嶋敏先生古稀記念論集（上巻）』東京：汲古書店，1980 年，587 頁，小




116） A グループの写本（Turk d. 20, fol. 21a; D191, fol. 25a）では「北面がイスフィードゥーク（Isfīdūk）
で，南面がダフビードである」と記されており，両地の位置関係が反対になっているが，拙稿で指摘し
たように誤りである（澤田稔「ホージャ家イスハーク派の形成――17 世紀前半のタリム盆地西辺を中
心に――」『西南アジア研究』第 45 号，1996 年 ，43 頁）。　
117） D126 写本と Or. 5338, fol. 9b; Or. 9660, fol. 10b では mazārat，ms. 3357, fol. 18a; Or. 9662, fol. 
16b では mazārāt と記されている。　
－ 80 －
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118） ms. 3357, fol. 18b にのみ vä が入っている。　
119） D126 写 本 と Or. 5338, fol. 10b で は dep dur/durlar。ms. 3357, fol. 18b; Or. 9660, fol. 10b; Or. 
9662, fol. 17a では dur dep edilär。後者を採る。　
120） D126 写 本 と ms. 3357, fol. 19a; Or. 5338, fol. 11a; Or. 9660, fol. 11a; Or. 9662, fol. 17a で は，
AMLAQ と綴られているが，AMLAK の誤記とみなす。　
121） ホージャ・イスハークの子ホージャ・シャフバーズの死去については，本書の前述の箇所（p. 19 / 
fol. 10a）にも述べられている。　
122） Mullā Mūsā Sayrāmī, Tārīh
ˇ















































るが，ホージャ・アーファークはホージャ・ユースフの息子である。R. B. Shaw, op. cit., p. 11 の系図
および Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende der Caghataiden und die Herrschaft 
der Choğas in Kašgarien.” Der Islamische Orient. Berichte und Forschungen, Pts. 6-10, Berlin: Wolf 
Peiser Verlag, 1905, p. 340 の系図を参照。　
124） この一文の意味内容は不分明である。　













たという。David Brophy, “The Oirat in Eastern Turkistan and the Rise of Āfāk Khwāja,” Archivum 
Eurasiae Medii Aevi, edited by Th. T. Allsen, P. B. Golden, R. K. Kovalev, and A. P. Martinez, 16 
(2008/2009), Wiesbaden: Harrasowitz Verlag, pp. 17-18 参照。　
－ 82 －
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127） ホージャ・イスハーク・ワリーの二男である。本書（p. 7 / fol. 4a; p. 20 / fol. 10b; p. 22 / fol. 11b）参照。
128） D126 写本と Or. 5338, fol. 12a では「自分の地所をも」（özläriniŋ milk zamīnlarïnï ham）と記すが，
ms. 3357, fol. 20b; Or. 9660, fol. 12a; Or. 9662, fol. 18b では「自分に奉納された地所をも」（özlärgä 
niyāz milk zamīnlarïnï ham）とある。後者を採っておく。　
129） D126 写本と ms. 3357, fol. 21 では tafwīz qïldïlar，Or. 9660, fol. 12a では TQVYZ qïldïlar, Or. 
9662, fol. 18b では T‘VYZ qïldïlar と綴るが，Or. 5338, fol. 12a の tafwīd
˙
 qïldïlar に従う。　
130） A グループの写本（Turk d. 20, fol. 22b; D191, fol. 27b）では「イスマーイール・ハーン」。　
－ 84 －
富山大学人文学部紀要






































ージャ・ムハンマド・ヤフヤーは，『シャー・マフムードの歴史』によれば，1055 年（西暦 1645-46 年）
に逝去した（O. F. Akimushukin, op. cit., Persian text, p. 70）。　
132） D126 写本では FYŠH と綴られているが，ms. 3357, fol. 21a; Or. 9660, fol. 12a; Or. 9662, fol. 19a
の綴り（BYŠH または PYŠH）に従う。　
133） A グループの写本（Turk d. 20, fol. 23a; D191, fol. 27b）では「イスマーイール・ハーン」。　
134） D126 写本では PR と綴られているが，ms. 3357, fol. 21a; Or. 9660, fol. 12a の綴り（PYR）に従い，
pīr（老師）と読む。　
135） アキムシュキン氏によると，15-17 世紀の聖者伝文献において inābat kardan は「自分より上の人の
権力を認めること」「ある人を自分の師匠と認めること」「宗教的指導を頼むこと」つまり「ムリード（弟
子）になること」という特殊な意味を持っていた（O. F. Akimushukin, op. cit., p. 276, note 98）。　

































137） D126 写 本 と Or. 5338, fol. 12b で は Īšān Muh
˙
ammad Yūsuf，ms. 3357, fol. 22a; Or. 9660, fol. 







138） D126 写本では MRŠDYN と綴られているが，ms. 3357, fol. 22a の綴り（MRŠDYDYN）に従う。
139） D126 写本では MYT と綴られており，「死んだ」（mayyit）と読めるが，ms. 3357, fol. 22b; Or. 
5338, fol. 13a; Or. 9662, fol. 20a の綴り（MST）に従い，「発情した」（mast）と読む。　





142） D126 写本では RVJ と綴られているが，ms. 3357, fol. 23a; Or. 5338, fol. 13b; Or. 9660, fol. 13a; 
Or. 9662, fol. 20b の綴り（RVAJ）に従い，rawāj と読む。　
－ 86 －
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143） Or. 9662, fol. 21a では「ホージャ・ウバイド・アッラー・ホージャム」。A グループ写本の Turk d. 
20, fol. 24b では「ホージャ・ウバイド・アッラー・アズィーズ猊下は小さい時に逝去していた」と記す。
144） Or. 9662, fol. 21a では「ホージャ・アブド・アッラー・ホージャム」。　
145） Or. 9662, fol. 21b では「ホージャ・アブド・アッラー・ホージャム猊下」。A グループの写本の
Turk d. 20, fol. 24b でも「ホージャ・アブド・アッラー」。　
